
成
年
後
見
制
度
と
は
、
判
断
能

力
が
不
十
分
な
た
め
に
、
財
産
侵

害
を
受
け
た
り
人
間
と
し
て
の
尊

厳
が
損
な
わ
れ
た
り
す
る
こ
と
が

な
い
よ
う
に
、
法
律
面
や
生
活
面

で
支
援
す
る
身
近
な
仕
組
み
で

す
。
判
断
能
力
の
衰
え
る
前
の
任

意
後
見
制
度
と
、
判
断
能
力
の
衰

え
て
し
ま
っ
た
後
の
法
定
後
見
制

▼
申
請
・
問
い
合
わ
せ
は
消
費
生

活
係
ò
内
線
２
５
４
５
へ
。

度
の
２
種
類
あ
り
ま
す
。
事
例
な

ど
も
含
め
、
初
め
て
の
方
に
も
分

か
り
や
す
く
説
明
し
ま
す
。

３
回
シ
リ
U
ズ
。
講
師
は
社
団

法
人
成
年
後
見
セ
ン
タ
U
・
リ
U

ガ
ル
サ
ポ
U
ト
専
務
理
事
の
前
田

稔
さ
ん
。

◆
第
１
回

５
月
28
日
Œ
「
成
年

後
見
制
度
（
概
要
）」

◆
第
２
回

６
月
４
日
Œ
「
法
定

後
見
制
度
」

◆
第
３
回

６
月
11
日
Œ
「
任
意

後
見
制
度
」

い
ず
れ
も
午
後
１
時
30
分
〜
３

時
、
消
費
者
活
動
セ
ン
タ
U
で
。

▼
５
月
19
日
Ã
か
ら
消
費
生
活
課

ò
内
線
２
５
４
５
へ
申
し
込
む
。

各
回
先
着
30
人
。

増
加
す
る
労
使
間
ト
ラ
ブ
ル
や

賃
金
、
退
職
金
、
年
金
、
保
険
な

ど
に
つ
い
て
、
労
働
者
、
事
業
主

の
み
な
さ
ん
の
相
談
に
専
門
機
関

が
応
じ
ま
す
。

◆
５
月
23
日
–

午
後
１
時
〜
４

時
、
Ｊ
Ｒ
吉
祥
寺
駅
北
口
で
。
東

京
都
国
分
寺
労
政
事
務
所
主
催
。

三
鷹
労
働
基
準
監
督
署
、
三
鷹
公

共
職
業
安
定
所
、
武
蔵
野
社
会
保

険
事
務
所
が
対
応
。
就
業
に
つ
い

て
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

∞
同
事
務
所
ò
042
―
323
―
８
５

１
１

◆
５
月
28
日
Œ
　
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分
、
Ｊ
Ｒ
三
鷹
駅
南
口

で
。
三
鷹
市
主
催
。
国
分
寺
労
政

事
務
所
、三
鷹
労
働
基
準
監
督
署
、

三
鷹
公
共
職
業
安
定
所
、
武
蔵
野

社
会
保
険
事
務
所
、
多
摩
東
部
地

域
産
業
保
健
セ
ン
タ
U
が
対
応
。

労
働
安
全
衛
生
に
つ
い
て
も
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

∞
生
活
経
済
課
ò
内
線
２
５
４

４

く
わ
し
く
は
、
東
京
労
働
局
賃

金
課
ò
03
―
３
８
１
４
―
５
３
１

１
内
線
２
０
２
ま
た
は
三
鷹
労
働

基
準
監
督
署
ò
48
―
１
１
６
１

へ
。

東
京
都
国
分
寺
労
政
事
務
所
主

催
。
労
働
基
準
法
、
労
働
組
合
法

な
ど
、
働
く
人
に
必
須
の
基
礎
知

識
を
わ
か
り
や
す
く
講
義
す
る
入

門
編
。

消
費
者
活
動
を
行
う
団
体
（
市

内
在
住
の
消
費
者
10
人
以
上
で
代

表
者
が
定
め
ら
れ
た
団
体
）
へ
、

講
師
の
派
遣
・
会
場
の
提
供
な
ど

の
助
成
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
内
消
費
者
団
体
の
情

報
交
換
を
図
る
た
め
消
費
者
団
体

連
絡
会
が
あ
り
、
研
修
会
・
見
学

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

市
で
は
今
年
も
10
月
の
消
費
者

月
間
に
「
第
33
回
み
ん
な
の
消
費

生
活
展
」
を
開
催
し
ま
す
。
市
民

が
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
を
テ
U

マ
に
、
身
近
な
消
費
者
問
題
を
取

り
上
げ
消
費
者
団
体
の
み
な
さ
ん

と
一
緒
に
展
示
を
行
い
ま
す
。
実

行
委
員
会
は
月
１
回
程
度
開
催
。

消
費
生
活
に
関
心
の
あ
る
方
（
学

生
も
可
）
を
募
集
し
ま
す
。
み
な

さ
ん
の
ア
イ
デ
ア
を
生
活
展
に
生

か
し
ま
し
ょ
う
。

▼
消
費
生
活
係
ò
内
線
２
５
４
５

へ
申
し
込
む
。

▽
６
月
６
日
–
＝
労
働
法
と
は
・

労
使
の
ル
U
ル
、
９
日
Ã
＝
働
く

と
き
雇
う
と
き
の
ル
U
ル
、
13
日

–
＝
労
働
条
件
の
き
ま
り
あ
れ
こ

れ
。い
ず
れ
も
午
後
２
時
〜
５
時
、

東
京
都
国
分
寺
労
政
会
館
（
国
分

寺
市
南
町
３
―
22
―
10
）
で
。
講

師
は
法
政
大
学
教
授
の
金
子
征
史

さ
ん
。

▼
同
事
務
所
ò
042
―
323
―
８
５
１

１
・
Ｅ
メ
U
ルkkbnj-r@

abea
m
.ocn.ne.jp

へ
申
し
込
む
。

東
京
都
主
催
。

◆
講
演
と
映
画
の
つ
ど
い

中
央

大
学
教
授
で
国
連
大
学
学
長
顧
問

の
横
田
洋
三
さ
ん
の
講
演
と
映
画

「M
eet

the

ヒ
ュ
U
マ
ン
　
ラ

イ
ツ
」
＝
６
月
12
日
œ
午
後
１
時

〜
４
時
、
浅
草
公
会
堂
で
。

▼
当
日
、
直
接
会
場
へ
。

◆
人
権
啓
発
映
画

「
新
し
い
風
」

「
き
い
ち
ゃ
ん
」「
私
自
身
を
み
て

く
だ
さ
い
」
＝
６
月
６
日
–
午
後

１
時
30
分
〜
４
時
、
江
戸
東
京
博

物
館
で
。

▼
¬
東
京
都
人
権
啓
発
セ
ン
タ
U

普
及
情
報
課
ò
03
―
３
８
７
６
―

５
３
７
２
へ
申
し
込
む
。

∞
都
産
業
労
働
局
労
働
環
境
課

ò
03
―
５
３
２
０
―
４
６
４
９

対
象
は
、
市
内
在
住
在
学
の
中

学
生
以
下
の
お
子
さ
ん
と
そ
の
保

護
者
の
親
子
。

▽
fl
６
月
７
日
—
＝
「
ら
っ
き
ょ

う
漬
け
講
習
会
」
Ｊ
Ａ
全
農
と
っ

と
り
共
催
。
‡
６
月
14
日
—
＝

「
梅
の
つ
け
方
」
和
歌
山
県
み
な

べ
農
協
連
共
催
。
い
ず
れ
も
、
午

前
の
部
（
午
前
10
時
〜
正
午
）
、

午
後
の
部
（
午
後
１
時
30
分
〜
３

時
30
分
）
消
費
者
活
動
セ
ン
タ
U

で
。
筆
記
用
具
、
エ
プ
ロ
ン
持
参
。

お
土
産
付
き
。

▼
５
月
22
日
œ
（
消
印
有
効
）
ま

で
に
、
往
復
は
が
き
に
住
所
・
氏

名
と
学
校
名
・
年
齢
・
電
話
番
号

・
希
望
す
る
回
（
fl
‡
の
午
前
・

午
後
の
い
ず
れ
か
１
回
の
み
）
を

記
入
し
「
〒
181
―
８
５
５
５
三
鷹

市
役
所
消
費
生
活
係
」
へ
申
し
込

む
。
定
員
は
各
回
20
組
。
応
募
者

多
数
の
場
合
は
抽
選
。
結
果
は
全

員
に
返
信
。

∞
消
費
生
活
係
ò
内
線
２
５
４

５
※
講
習
会
開
催
の
こ
ろ
に
は
市

内
の
八
百
屋
さ
ん
な
ど
で
ら
っ
き

ょ
う
と
梅
を
販
売
す
る
予
定
。
く

わ
し
く
は
、
多
摩
青
果
販
売
部

ò
45
―
１
１
１
１
ò
内
線
２
３
７

へ
。

金
融
機
関
に
よ
る
不
良
債
権
処

理
の
影
響
に
よ
り
雇
用
調
整
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
事
業
主
や
対
象
の

労
働
者
の
方
々
を
対
象
と
す
る

「
雇
用
再
生
集
中
支
援
事
業
」
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
に

も
、
「
地
域
雇
用
受
皿
事
業
特
別

奨
励
金
」
な
ど
創
業
支
援
の
助
成

金
制
度
も
あ
り
ま
す
。

く
わ
し
く
は
東
京
労
働
局
職
業

対
策
課
ò
03
―
３
８
１
８
―
８
９

６
０
へ
。

◆
工
賃
単
価
や
工
賃
支
払
い
の
方

法
な
ど
の
委
託
条
件
を
明
記
し
た

「
家
内
労
働
手
帳
」
を
交
付
し
、

品
物
の
受
け
渡
し
や
工
賃
の
支
払

い
の
都
度
、
記
入
し
ま
し
ょ
う
。

◆
最
低
賃
金
を
遵
守
し
ま
し
ょ

う
。

◆
危
険
有
害
な
作
業
を
伴
う
場
合

に
は
、
安
全
衛
生
上
の
措
置
を
講

じ
ま
し
ょ
う
。

ン
な
ど
に
よ
る
オ
U
プ
ン
セ
ミ
ナ

U
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

【
７
月
５
日
—
】

fl
「
自
分
発
見
セ
ミ
ナ
U
」
美

容
室
ａ
ｒ
ｃ
代
表

佐
々
木
泰
明

さ
ん
＝
午
前
11
時
〜
午
後
０
時
30

分
、
‡
「
ホ
テ
ル
オ
U
ク
ラ
料
理

セ
ミ
ナ
U
」
同
ホ
テ
ル
総
料
理
長

の
根
岸
規
雄
さ
ん
＝
午
後
２
時
〜

３
時
30
分
、
·
「
浴
衣
の
着
付
け

教
室
１
」
着
付
け
師
佐
藤
房
子
さ

ん
＝
午
後
４
時
〜
５
時

【
７
月
６
日
À
】

fl
「
イ
ン
テ
リ
ア
セ
ミ
ナ
U
」

住
ま
い
作
り
交
渉
代
理
人
コ
ン
セ

リ
ア
の
丸
山
俊
江
さ
ん
＝
午
前
11

時
〜
午
後
０
時
30
分
、
‡
「
中
国

料
理
セ
ミ
ナ
U
」
ホ
テ
ル
オ
U
ク

ラ
中
国
料
理
料
理
長
の
梁
樹
能
さ

ん
＝
午
後
２
時
〜
３
時
30
分
、
·

「
浴
衣
の
着
付
け
教
室
２
」
着
付

け
師
の
佐
藤
房
子
さ
ん
＝
午
後
４

時
〜
５
時

い
ず
れ
も
三
鷹
産
業
プ
ラ
ザ

で
。

▼
５
月
30
日
–
（
必
着
）
ま
で
に

往
復
は
が
き
に
、
希
望
セ
ミ
ナ
U

名
・
人
数
・
住
所
・
電
話
番
号
を

記
入
し
「
〒
181
―
０
０
１
３
下
連

雀
３
―
38
―
４
X

ま
ち
づ
く
り
三

鷹
」
へ
申
し
込
む
。
１
セ
ミ
ナ
U

１
枚
ま
で
、
１
枚
で
４
人
ま
で
応

募
で
き
ま
す
。
各
セ
ミ
ナ
U
先
着

150
人
。

く
わ
し
く
は
、
X

ま
ち
づ
く
り

三
鷹
ò
40
―
９
６
６
９
へ
。

し
ま
す
。
当
日
の
フ
U
ド
フ
ェ
ア

と
同
時
に
開
催
さ
れ
る
入
居
店
舗

の
ホ
テ
ル
オ
U
ク
ラ
の
レ
ス
ト
ラ

三
鷹
市
商
業
活
性
化
の
拠
点
施

設
・
第
２
期
三
鷹
産
業
プ
ラ
ザ
が

７
月
５
日
—
に
オ
U
プ
ン（
予
定
）根岸規雄さん

丸山俊江さん

梁樹能さん

≥生活経済課ò内線2543
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〈
相
談
〉

35
歳
の
主
婦
。
業
者
か
ら

「
行
政
書
士
の
資
格
を
取
っ
て

在
宅
で
仕
事
を
し
ま
せ
ん
か
」

と
い
う
電
話
が
あ
り
、
資
料
を

送
っ
て
も
ら
っ
た
。
そ
の
後
、

業
者
か
ら
再
び
電
話
が
あ
り
、

「
当
社
の
学
習
シ
ス
テ
ム
ど
お

り
勉
強
す
れ
ば
必
ず
合
格
で
き

る
、
合
格
す
れ
ば
当
社
と
ス
タ

デ
ィ
ア
ド
バ
イ
ザ
U
と
し
て
契

約
し
て
も
ら
い
仕
事
を
紹
介
す

る
、
万
一
合
格
し
な
い
場
合
で

も
補
助
的
な
業
務
を
委
託
す

る
、
教
材
費
は
50
万
円
だ
が
、

月
に
５
万
円
の
収
入
は
確
実
な

の
で
、
ロ
U
ン
で
支
払
っ
て
い

け
ば
す
ぐ
に
回
収
で
き
る
」
と

強
く
勧
め
ら
れ
た
が
信
用
で
き

る
か
。

〈
ア
ド
バ
イ
ス
〉

相
談
者
か
ら
資
料
を
見
せ
て

も
ら
い
、
話
を
聞
き
取
っ
た
結

果
、
い
く
つ
か
の
問
題
点
が
浮

か
び
上
が
っ
て
き
ま
し
た
。

①
こ
の
契
約
は
特
定
商
取
引

法
の
業
務
提
供
誘
引
販
売
取
引

（
い
わ
ゆ
る
内
職
商
法
）
に
な

る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
業
者
の

契
約
書
面
お
よ
び
信
販
会
社
の

ク
レ
ジ
ッ
ト
書
面
に
は
ク
U
リ

ン
グ
・
オ
フ
期
間
は
法
定
の
20

日
間
で
は
な
く
８
日
間
と
記
載

さ
れ
て
い
る
。こ
れ
で
は
本
来
、

消
費
者
に
交
付
す
べ
き
契
約
書

面
を
交
付
し
た
こ
と
に
な
ら
な

い
。②

電
話
で
の
勧
誘
時
に
「
万

一
合
格
し
な
い
場
合
で
も
補
助

的
な
業
務
を
委
託
す
る
」
と
口

頭
で
説
明
が
あ
っ
た
が
、
資
料

の
中
に
は
そ
の
内
容
に
該
当
す

る
部
分
の
記
載
は
な
い
。ま
た
、

契
約
書
と
は
別
に
「
ス
タ
デ
ィ

ア
ド
バ
イ
ザ
U

登
録
に
つ
い

て
」
と
書
か
れ
た
書
面
が
資
料

に
含
ま
れ
て
い
て
、
「
お
客
様

が
国
家
試
験
行
政
書
士
に
合
格

さ
れ
ま
す
と
ス
タ
デ
ィ
ア
ド
バ

イ
ザ
U
と
し
て
契
約
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
」
と
あ
る
。
つ
ま

り
、
試
験
に
合
格
し
な
い
と
仕

事
を
紹
介
し
て
も
ら
え
な
い
と

い
う
意
味
で
あ
る
。

③
１
カ
月
に
５
万
円
の
収
入

は
確
実
と
言
っ
て
い
る
が
そ
の

根
拠
が
明
ら
か
で
な
い
。ま
た
、

仕
事
の
内
容
、
報
酬
に
つ
い
て

の
説
明
を
記
載
し
た
書
面
が
な

い
。④

業
者
の
学
習
シ
ス
テ
ム
に

沿
っ
て
学
習
す
る
と
必
ず
合
格

で
き
る
と
説
明
を
受
け
て
い
る

が
、
最
近
の
行
政
書
士
試
験
の

合
格
率
は
10
パ
U
セ
ン
ト
以
下

で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
点
を
相
談
者
に
伝

え
、
も
う
一
度
慎
重
に
検
討
す

る
よ
う
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
し

た
。（

三
鷹
市
消
費
者
活
動
セ
ン

タ
U
相
談
員
）

「
資
格
が
取
れ
た
ら
仕
事
を

紹
介
す
る
っ
て
本
当
？
」

消費者相談窓口
ò47-9042

183

街
頭
労
働
相
談

消
費
者
活
動
に

助
成
制
度
が
あ
り
ま
す

な
く
そ
う
就
職
差
別

６
月
は
就
職
差
別

解
消
促
進
月
間

労
働
法
セ
ミ
ナ
U

親
子
で
体
験

し
ま
せ
ん
か
？

ら
っ
き
ょ
う
と

梅
の
講
習
会

不
良
債
権
処
理
の

影
響
で
雇
用
調
整
が

必
要
と
な
っ
た

事
業
者
の
方
へ

５
月
21
日
〜
31
日
は

家
内
労
働
旬
間

消
費
生
活
展
を

い
っ
し
ょ
に
企
画
・

実
施
し
ま
し
ょ
う

ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
総
料
理
長
ら
が
講
演

第
２
期
棟
オ
U
プ
ン
記
念

三
鷹
産
業
プ
ラ
ザ
・
グ
ラ
ン
ド
・
オ
U
プ
ン
セ
ミ
ナ
U

転
入
を
し
た
日
、
市
内
で
引

っ
越
し
た
日
か
ら
14
日
以
内
に

転
入
・
転
居
の
届
出
を
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
手
続
き

は
市
民
課
（
市
役
所
１
階
Â
番

窓
口
）ま
た
は
各
市
政
窓
口
へ
。

市
で
は
、
住
民
基
本
台
帳
法

第
34
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
住

民
票
の
正
確
な
記
録
を
保
持
す

る
た
め
に
、
９
月
30
日
Õ
ま
で

の
間
、
市
内
全
域
で
住
民
実
態

調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
身

分
証
明
書
を
携
帯
し
た
委
託
調

査
員
が
、
み
な
さ
ん
の
ご
自
宅

の
表
札
・
ポ
ス
ト
な
ど
で
、
居

住
状
況
の
確
認
を
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
住
民
登
録
が
お
済

み
で
な
い
方
に
、
お
知
ら
せ
を

投
函
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

∞
市
民
課
ò
内
線
２
３
３

５
・
２
３
３
６

■
住
民
実
態
調
査
を
実
施

住
民
登
録
は

お
済
み
で
す
か
？


